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1．研究の背景と目的 

 文部科学省が公表した「グローバル化に対応した英

語教育改革の実施計画」（2013 年 12 月）により、小学

校における英語教育実施学年の早期化、教科化が掲げ

られた。その後、中央教育審議会の答申を受け、2020

年より小学校５年生において英語を教科として位置づ

け、小学校３年生に対して外国語活動を行うことが示

された（文部科学省, 2017）。また、現場の小学校では

2020 年の実施に向けて、2018 年度及び 2019 年度を移

行措置として位置づけ、小学校５年生及び６年生の授

業時間を 50 時間（35+15）、また小学校３年生及び４

年生に対して 15 時間（0+15）と示している（小学校

の新たな外国語教育における補助教材の検証及び新教

材の開発に関する検討委員会第４回, 2017）。しかし、

移行措置として示された 15 時間の追加が、全国の小学

校で確実に担保される保証は必ずしもなく、各学校の

実情に応じて移行措置の対応が判断されることになる。 

 実際に提示された移行期間での追加措置がどのよう

なことを意図しているのだろうか。そこで移行措置へ

の対応ができない事例を考えてみる。ある学校が移行

措置の 2018 年度及び 2019 年度に授業時間を確保しな

い場合、2019 年度に小学５年生になる児童は、2020

年度からいきなり新指導要領準拠の英語教科を履修す

ることとなり、2020 年度に中学３年になる生徒は、新

学習指導要領による高度な語彙・文法を含む新教科書

での学習となる。ここで示すように、移行措置への対

応がなされない場合、当該学年の児童・生徒は、未習

の語句・表現や文法事項を習うことになり、学習する

上で大きな混乱が予測される。 

 一方で、移行措置に対応した追加の 15 時間が確保さ

れた場合、学校ではどのような対応を行うのであろう

か。概ね２つの事例が考えられ、１つは現状で実施さ

れている外国語活動の復習を行う場合、もう１つは新

教材『We can !』を踏まえた新学習指導要領を見据え

た新教材を一部取り込むことで進める場合である。具

体的に新たな 15 時間でどのようなことが加えられる

のだろうか。現状に加えて５年生は、英語の文字の認

識を深めること、文字の音に慣れ親しむこと、丁寧な

表現を使うことになるだろう。また６年生では、語順

を意識した指導や語と語の区切りへの意識を高めたり、

過去形の表現を学んだり、中学校で入部希望のクラブ

活動を伝え合うことになるだろう。現行の５年生と６

年生の外国語活動から、新たに教科化されることに伴

い、児童たちの英語学習に対する向き合い方や、教師

側の指導のあり方を検討することが喫緊の課題となる。 

 今回の教科科の対象となる小学校５年生や６年生は、

外国語学習をどのように捉えているのだろうか。文部

科学省（2015）の調査によると、授業の中で楽しいと

感じている活動について、児童の 75.8%が「外国のこ

とについて学ぶこと」を、71.4%が「日本語と英語の

違いを知ること」を、そして 66.6%が「英語で友達と

会話すること」を回答している。また、小学校と中学

校の授業については、71.4%の児童が「英語の授業の

内容を理解していると思う」と回答し、中学 1 年生は

57.0%が「授業の内容を理解していると思う」と回答

している。ここでの回答者が「理解していると思う」

活動では、小学校６年生から中学１年生に上がると

14.4%（71.4－57.0＝14.4）低くなっている。すなわち、

外国語活動を通して「英語の音声に慣れ親しむ」こと
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を目標とした授業と、「コミュニケーションの基礎を養

う」ことを目標とした授業との間の最も大きな違いは、

「教科」に格上げされることに伴い「コミュニケーショ

ンを図る素地
．．

となる資質・能力」から「コミュニケー

ションを図る基礎
．．

となる資質・能力」への変更である。

具体的には、外国語活動が「聞くこと」「話すこと［や

りとり］」「話すこと［発表］」の３領域から、小学校高

学年「外国語」では「読むこと」と「書くこと」を加

えた５領域となることである。では、2020 年度から始

まる英語の教科化では、児童・生徒が英語授業で「理

解していると思う」割合が、小学校時点の高い動機づ

けのまま維持されるのだろうか。「コミュニケーション

を図る素地」段階から「コミュニケーションを図る基

礎」段階へと目標設定の違いに伴い、カリキュラムは

どのように変容するか見てみる。 

 教員養成に関わり、新たにコア･カリキュラムとして

全国の教員養成大学が小学校課程においてどのような

履修基準を設けることが必要かという議論の末に、教

員養成側の履修基準の一つとして、コア･カリキュラム

の提案がなされた。東京学芸大学（2017）によれば、

小学校教員養成課程のコア・カリキュラムでは、大き

く２つに分け「外国語の指導法（２単位）」、「外国語に

関する専門事項（１単位）」を提案している。外国語の

指導法では、小学校外国語教育についての基本的知識

及び子どもの第二言語習得についての知識とその活用

を挙げている。また外国語に関する専門事項では、英

語に関する基本的な知識、第二言語習得に関する知識、

児童文学、異文化理解を挙げている。 

 では、教科の導入に関わり、英語を教えることにな

る教員は英語科目をどのように捉えているのだろうか。

ベネッセ教育総合研究所（2010）による小学英語教員

に対する調査（回答数 2,326 人）から、56.1%の教員が

英語を教えることにあまり自信がなく、12.0%の教員

がまったく自信がないと答え、実に 68.1%の教員が英

語活動の指導に自信がないと回答していることが分か

る。また文部科学省による教員意識調査（文部科学省, 

2015）から、67.3%が「英語が苦手である」と答え、

60.8%が「準備などに負担感がある」と回答している。

さらに今後の課題として、51.7%が「教員の指導力」、

48.7%が「教材・教具の開発や準備の時間」を課題と

して挙げている。これらの調査から、小学校教員が英

語を用いて授業を行うこと、さらには英語を教えるこ

とに慣れておらず、負担感を募らせていることが浮か

び上がる。以上の調査から、過半数以上の小学校教員

があまり自信を持たないまま英語を担当するという実

態が浮かび上がる。 

 それでは、次世代を担う教員養成には今後の小学校

英語教科化に向けて、どのように対応することが求め

られるのだろうか。授業担当者は、外国語において育

成を目指す資質・能力として、授業設計と指導技術の

基本を身につけることが必要となり、教員養成課程で

はカリキュラムの策定が求められている。コア・カリ

キュラムでは、授業実践に必要な知識と授業実践の２

つに大別される。第一は、学習指導要領に示された小

学校の役割と子どもの第二言語習得についての知識で

ある。子どもが言語知識をどのように生かすかという

観点から、音声と文字との関わり、インプットのあり

方が課題の１つとなる。これらの項目は、授業者が英

語を教えるにあたり、最低限身につけるべき知識であ

る。第二は、指導技術及び授業づくりである。指導技

術では、授業者の力量が問われることになり、英語で

の語りかけ、児童とのやりとり、文字の導入などに取

り組むことになる。とりわけ、新たに正規教科となる

英語では、英語でのやりとりをどのように行うかが教

室での大きな課題となっている。また授業づくりとし

て、題材の選定、ALT との授業、ICT 等の利用、さら

にパフォーマンス評価が関わることになる。 

 新たに始まるコア・カリキュラムの方向性は概ね示

されたものの、実際に盛り込まれた項目である「指導

技術」及び「授業作り」という観点に対して、子ども

たちはどのように捉えているのだろうか。子どもたち

が捉える授業の姿と今後進められていくコア・カリキ

ュラムとの両輪に焦点を当て、質問紙調査を行うこと

で、より子どもたちが必要とするカリキュラムを具体

化できると考えた。そこで、カリキュラム策定という

観点と、授業でのという観点の両面から本研究を進め

ることにする。 

 

研究の目的 

 本研究では、外国語活動の授業における子どもたち

の学習経験と学習意欲のかかわりを明らかにすること

と、この結果と新たに始まるコア・カリキュラムとの

関わりを捉えることである。 

 

研究課題 

課題１．外国語活動の授業において、５年生と６年生

はどのような学習経験を持っているか。 

課題２．外国語活動における子どもたちの学習経験は

学年が上がるにつれ向上するのか。 

課題３．外国語活動に対してどのような学習経験が学

習意欲に結びつくか。 

 

2．研究手法 

2.1．調査対象者 

 本研究では、愛知県内の大学附属小学校の児童、計

177 名（女子 88 名、男子 89 名）を調査対象者とした。

内訳は、５年生 94 名（女子 50 名、男子 44 名）、６年

生 83 名（女子 39 名、男子 44 名）である。今回の対象
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調査児童は、３年生から英語学習を経験しているため、

一般的公立校の児童に比べると英語学習の開始時期は

やや早いかもしれないが、学力的には総じて大きく異

なることはない。 

 

2.2．調査質問紙 

 本研究では、小学校の外国語活動の授業で児童が得

た学習経験と学習意欲の関係を調査し、これらと教員

養成側から捉えるコア・カリキュラム（東京学芸大学, 

2017）との関わりを探るため、質問紙を作成した。 

 今回の質問紙は合計 29 項目から構成されている。最

初に、小学校外国語活動での英語授業に対する子ども

の経験についての 15 項目を Oga-Baldwin（2015）を基

にした。次にコア･カリキュラムに示された指導技術に

ついて６項目及び授業作りに関する２項目を作成した。

さらに子どもの第二言語習得の知識と活用について２

項目、最後に子どもの学習意欲について Dörnyei and 

Ushioda（2001）を参考に４項目を加えた。これらの項

目は「今学期の外国語活動で、_____ 」に対する回答

という形式で、リッカート尺度による５段階尺度に基

づき、「全くあてはまらない」から「とてもあてはまる」

のいずれかを選択する方式とした。そして児童が理解

できるように、今回の質問紙は日本語で作成された。 

 

2.3．データ収集手順と分析手順 

 本研究では、学校の許可の元、小学校における授業

担当者に今回作成された質問紙調査の実施を依頼し、

その結果、各クラスの担任教師により授業時間に質問

紙が配布され、児童はその場で回答し、直後に回収さ

れた。回収された質問紙は IBM SPSS19 を用いて統計

的に分析が行われた。 

 

3．子どもたちの経験調査の結果と考察 

 表１は、小学５年生と６年生による外国語活動の授

業を通じて得た学習経験と学習意欲の各項目の平均値

及び標準偏差値を示している。全体的に見て、各項目

の平均値は中間値（3.00）を越えており、今回の調査

参加児童は外国語活動の授業から、肯定的な学習経験

を得ているだけでなく、学習意欲も高いことが分かる。

なお項目 23「電子黒板は分かりやすかった」に関して

は、調査を行った外国語活動の授業では電子黒板が利

用されていないため平均が 1.00 となっている。そのた

め、以下の分析では、本項目を除外して分析を行った。 

 

課題１「外国語活動の授業において、５年生と６年生

はどのような学習経験を持っているか」 

 

 この分析では、各学年の児童の学習経験が最も高い

上位５項目を順番に見ていく。５年生においては、平

均値が最も高いのは項目 25「英語と日本語の違いに気

づいた」（4.38）であった。これは初めて英語に触れた

子どもたちがことばの違いに気づいたことを示してい

よう。次に平均値が高いのが項目 19「アルファベット

が読めるようになった」（4.33）で、英語の文字に対し

ての興味が湧いてきていることが分かる。そして項目

6「先生は何をすれば良いかを示してくれた」（4.27）

から、授業において子どもが活動の流れを理解して進

められていることが伺える。また、項目 22「ALT の先

生の授業は分かりやすい」（4.24）から、Team-teaching

の授業になるほど授業への取り組みが高まることが分

かる。最後に項目 2「私は気持ちよく友だちと取り組

めた」（4.14）から、子ども達の達成感が読み取れる。 

 次に６年生の学習経験ついて順番に見てみる。最も

高い平均値を示したのが項目 19「アルファベットが読

めるようになった」（4.67）である。これは６年生にな

り、英語で読めるようになった文字が増えたことを示

していよう。次に高いのが項目 25「英語と日本語の違

いに気づいた」（4.48）で、５年生よりも平均値が上が

り、英語と日本語との違いを強く意識していることが

伺える。また項目 13「先生は英語を話すのを楽しんで

いた」（4.43）から、授業が楽しく、クラスでの相互交

流が起きやすい雰囲気が生まれていると考えられる。

さらに項目 6「先生は何をすれば良いかを示してくれ

た」（4.40）から、授業が適切に準備され、無駄な時間

がない形で授業が進められると考えられる。最後に項

目 27「先生は英語を多く話した」（4.37）から、担任の

先生が普段と異なり教室英語を用いて、より多くの英

語によるインプットが行われているものと考えられる。 

 以上の結果をまとめると、「友達」「達成・自信」「興

味」という要因が見受けられるものの、全体的には５・

６年生の項目 6 や５年生の項目 22、６年生の項目 13

や 27 から、「教員」という要因が浮かび上がり、特に

今回の外国語活動で児童の肯定的な学習経験には重要

であることが分かる。 

 

課題２「外国語活動における子どもたちの学習経験は

学年が上がるにつれ向上するのか」 

 

 この研究課題のために、対応のない t 検定を行った。

表１はその結果を示している。この分析の結果、効果

量は小さいながらも、２項目（項目 17 及び項目 19）

においてのみ統計的な有意差が確認された。１つ目の

項目 17「私は英語で答えることができた」から、６年

生になるにつれより活発なコミュニケーション活動が

行われているため、英語を使うことによる達成感をよ

り感じることができたのであろう。この項目は、コア・

カリキュラムで示された「児童とのやりとりを進める」

ことに直接関わるものである。この活動をより効果的

に行うためには、教師が児童とのやり取り進めるとき
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に、単なる一方的な伝達ではなく、うまく伝わらない

ことを英語で返す言い方やジェスチャー等で伝え合う

ことを学ぶことが有効であろう。次に項目 19「アルフ

ァベットが読めるようになった」が示すように、６年

生になり、５年生よりも英語の文字に対する意識が高

まり、文字から意味を捉えようとしていることが伺え

る。この項目は、コア・カリキュラムでの「文字言語

との出合わせ方、各活動への導き方」につながる要素

である。この調査対象の子どもは、６年生に上がるに

つれて、アルファベットに触れる機会が増えていき、

結果として着実に読めることができたことを実感して

いることが考えられる。 

 

 課題３「外国語活動に対してどのような学習経験が

学習意欲に結びつくか」 

 

 この分析では、項目 3「英語をもっと勉強したいと

思った」、項目 10「英語がもっとできるようになりた

いと思った」、項目 20「英語をがんばって勉強してい

ると思う」、項目 29「授業時間以外でも英語を勉強す

るようになった」を一つにまとめ「学習意欲」とした

（クロンバック α＝.84）。そしてこの学習意欲を目的変

数として、他の 24 項目を予測変数として、ステップワ

イズ法による重回帰分析を用いて、この課題に対する

表１．意識調査の各項目における平均値と標準偏差 

項目 

番号 項目内容 

5 年生 6 年生 

df t d Mean SD  Mean SD 

1 私は英語にたいする自信が持てた 3.78 1.27 3.76 1.27 175 .09 0.02 

2 私は気持ちよく友だちと取り組めた 4.14 1.09 4.20 0.96 175 -.43 -0.06 

3 英語をもっと勉強したいと思った 3.96 1.26 3.92 1.27 175 -.00 0.03 

4  先生の説明は分かりやすかった 4.02 1.21 4.30 1.03 175 -1.32 -0.25 

5 私は友だちといっしょにがんばっている

感じがした 

3.90 1.07 3.76 1.27 175 .76 0.12 

6 先生は何をすれば良いかを示してくれた 4.27 1.04 4.40 0.88 175 -.90 -0.13 

7 私は英語力が伸びていると感じた 3.80 1.31 3.87 1.22 175 -.37 -0.06 

8 活動のペースが良かった 3.64 1.34 3.98 1.13 175 -1.80 -0.27 

 9 私は英語ができると感じた 3.59 1.34 3.71 1.27 175 -.64 -0.09 

10 英語がもっとできるようになりたいと思

った 

4.13 1.20 4.20 1.12 175 -.44 -0.06 

11 私はしたいことができた 3.55 1.37 3.48 1.34 175 .14 0.05 

12 私は友だちとなかよくなれた 4.09 1.22 4.24 0.99 175 -1.12 -0.14 

13 先生は英語を話すのを楽しんでいた 4.06 1.25 4.43 0.92 174.23 -1.78 -0.34 

14 ゲームや活動の中、選択しがあたえられ

た 

3.96 1.22 4.13 1.20 175 -1.16 -0.14 

15 先生の声かけで楽しく活動できた 4.01 1.31 4.06 1.14 175 -.48 -0.04 

16 先生は分かりやすい英語で話した 4.11 1.24 4.17 1.15 175 -.08 -0.05 

17 私は英語で答えることができた 3.63 1.30 4.01 1.99 174.75 -2.05* -0.23 

18 友だちとのやりとりがあった 3.89 1.29 4.19 1.05 173.95 -1.70 -0.26 

19 アルファベットが読めるようになった 4.33 1.23 4.67 0.77 158.12 -2.27* -0.33 

20 英語をがんばって勉強していると思う 4.06 1.16 4.13 1.23 175 -.38 -0.06 

21 英語で書くことができそうだ 3.99 1.23 4.07 1.30 175 -.59 -0.06 

22 ALT の先生の授業は分かりやすい 4.24 1.16 4.32 1.12 175 -.61 -0.07 

23 電子黒板は分かりやすかった 1.00 0.00 1.00 0.00 -- -- -- 

24 私が言いたいことを話せた 3.54 1.35 3.42 1.47 175 .21 0.09 

25 英語と日本語の違いに気づいた 4.38 1.02 4.48 0.92 175 -.99 -0.10 

26 自分の興味に関連したことがあった 3.53 1.39 3.54 1.46 175 -.05 -0.01 

27 先生は英語を多く話した 4.13 1.19 4.37 1.06 175 -1.44 -0.21 

28 英語を読むことができそうだ 3.98 1.29 4.27 1.14 175 -1.56 -0.24 

29 授業時間以外でも英語を勉強するように

なった 

3.51 1.54 3.63 1.61 175 -.66 -0.08 

*p < .05 
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分析を行った。表２は５年生と６年生の学習経験と学

習意欲との相関係数を、表３と表４はそれぞれの学年

の重回帰分析の結果を示している。 

 

表２．５年生と６年生の学習経験と学習意欲の相関係

数 

項目 

番号 ５年生 ６年生 

1 .59 *** .71 *** 

2 .40 *** .49 *** 

3 -- -- 

4  .48 *** .31 ** 

5 .37 *** .41 *** 

6 .54 *** .18  

7 .54 *** .64 *** 

8 .51 *** .44 *** 

 9 .56 *** .59 *** 

10 -- -- 

11 .40 *** .49 *** 

12 .42 *** .42 *** 

13 .45 *** .37 ** 

14 .29 ** .27 * 

15 .52 *** .33  

16 .50 *** .35 * 

17 .46 *** .45 *** 

18 .47 *** .43 *** 

19 .37 *** .46 *** 

20 -- -- 

21 .44 *** .67 *** 

22 .14  .26 * 

23 -- -- 

24 .47 *** .63 *** 

25 .26 * .37 ** 

26 .47 *** .66 *** 

27 .37 *** .37 ** 

28 .50 *** .54 *** 

29 -- -- 

*p < .05, **p < .01, ***p < .001 

 

表３．５年生の学習経験と学習意欲についての重回帰

分析の結果 

 項目内容 B SEB β 

項目 1  英語に対する自信 1.16 .40 .30* 

項目 6  先生による指示 1.49 .42 .32* 

項目 28 英語が読める期待 .84 .36 .22* 

切片 1.24 1.76  

注：R2 = .45, *p < .05 

 

 

表４．６年生の学習経験と学習意欲についての重回帰

分析の結果 

 項目内容 B SEB β 

項目 1  英語に対する自信 1.02 .29 .30*

項目 21 英語が書ける期待 1.20 .23 .38*

項目 26 自分の興味への関連 1.01 .23 .34*

切片 3.67 .96  

注：R2 = .69, *p < .05 

 

 分析の結果、学習経験要因としては両学年において

項目 1 の「私は英語に対する自信が持てた」が児童の

学習意欲に大きく影響を及ぼしていることが明らかと

なった。一方、学年による違いも観察された。5 年生

においては、項目 6 の「先生は何をすれば良いかを示

してくれた」と項目 28「英語を読むことができそうだ」、

一方 6 年生の場合、項目 21「英語で書くことができそ

うだ」と項目 26「自分の興味に関連したことがあった」

が影響力のある項目であることが示された。この結果

から次のことが分かる。英語に対する自信を持つこと

が児童のやる気を高めるには非常に大切となる（cf. 

Clément, 1980）。一方で、５年生の場合、まずは教師に

よる活動の明確さを通して活動がうまくいき、特に簡

単で分かりやすい英語を読む活動を行うことが必要と

なる。一方で６年生では、５年生よりも学習進度及び

英語力が上がり、読んだ内容を書けるようになること

が必要とされ、それらの内容は自分の興味に合ったも

のであることが大切ということを示唆している。これ

らの点を踏まえた授業実践を行うことが小学校児童の

英語力向上につながると指摘できる。 

 

４．まとめ 

 本研究では、外国語活動の授業を通じて、小学生が

どのような英語の学習経験を獲得したか、そして学習

経験と学習意欲との関係を探り、コア・カリキュラム

との関連から今後の小学校英語教育に向けての示唆を

得ることを目指した。本調査から、教師が小学校児童

の肯定的な学習経験に強い影響力を持つことが明確に

なった。また、外国語活動の授業において、５年生か

ら６年生に上がるにつれて、子どもたちが「英語で答

えることができた」ことに達成感を感じていることが

明らかになった。また「アルファベットが読めるよう

になった」ことが示され、文字言語との出合わせ方が

進み子どもの間にも自然に読む環境が整ってきたこと

が分かった。また動機づけに関わっては、５年生及び

６年生のどちらの学年においても「英語に対する自信」

が学習意欲の向上になると示された。したがって、授

業を通して子どもたちが学ぶ中で読める単語等、英語

の表現が増えたときの場面があれば、そこを褒めて伸

ばすことが大切であろう。また 6 年生になり、英語を

書きたいという意識や自分のことを英語で伝える面白

－ 15 －



建内 髙昭・田口 達也 

さを導くような授業展開が望まれる。 

今後小学校での外国語科の導入に伴い、これまで以

上に基本的な英語科目の指導についての授業計画・実

施・改善のあり方が問われてくることになる。本研究

は、新たに始まる英語教員養成のコア・カリキュラム

に直結する内容であり、外国語活動から外国語科へと

連携する上でも重要な柱となってくる。今後もこれら

の課題に適した実施体制とより良い英語学習のあり方

を模索していきたい。 
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